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小特集　アスリートの心理

はじめに
　 国 立 ス ポ ー ツ 科 学 セ ン タ ー

（Japan Ins t i tu te  o f  Sports 
Sciences：J

ジ ス

ISS）は，「トップアス
リートの国際競技力向上のための
研究とサポートを行う機関」とし
て，2001年10月に開所しました。
開所以来，冬季オリンピック4
回，夏季オリンピック3回を経験
し，今夏，リオデジャネイロオリ
ンピックを迎えます。JISSはこ
れまで，スポーツ医学・科学・情
報の研究とサポートを行い，トッ
プアスリートの国際競技力の向上
に貢献しています。私が所属する
JISSスポーツ科学部心理グルー
プも，競技力向上のための研究と
サポートを日々活発に行ってい
ます。ここではJISSの「心理サ
ポート」の活動を紹介します。

JISSの心理サポート
　JISSの心理サポートには二つ
の形があります。一つは「個別

（1対1）のサポート」で，もう一
つは「チーム帯同心理サポート」
です。
①個別（1対1）のサポート
　選手個人が，何らかの理由で希
求し，自発的に申し込むのが基本
です。または，指導者やチーム関
係者，JISSスタッフ（他分野）か
らの紹介で来談する場合もあり
ます。申し込み後は，最初にイン
テーク（初回）面接を行い，選手
の主訴や希望，来談の経緯等を詳

しく聴きます。その後，インテー
クカンファレンスを開き，担当者
を決めます。JISS心理グループの
サポートスタッフには，常勤研究
員が6名（専任は1名），週1回の
非常勤のスタッフが5名います。
全員が，スポーツメンタルトレー
ニング指導士（日本スポーツ心
理学会認定），スポーツカウンセ
ラー（日本臨床心理身体運動学会
認定），臨床心理士（日本臨床心
理士資格認定協会認定）などの資
格を有し，選手の主訴や希望に合
うスタッフが担当します。担当者
は，自分の持ち味を発揮しながら
サポートを行っていきますが，選
手は「練習でできることが試合で
できない」「チーム内の人間関係
で悩んでいる」「競技継続（引退）
について」など，多様な心理的問
題・課題を抱えているため，最初
の担当者のサポート範囲を超える
ようなこともあります。そのよう
な場合には，他の心理スタッフと
連携を取り，一人の選手を二者，
三者でサポートするケースもあり
ます。また，医師の診察が必要な
場合には，JISSの心療内科（診
療日／月2回）を受診することも
あります。JISS心理グループのサ
ポートは，選手の様々な訴えや要
望にも対応できるように備えてお
り，このような施設は，日本では
他に類を見ないと思います。

②チーム帯同心理サポート
　このサポートは，競技団体（〇
〇連盟，△△協会など）から要請
を受けて，合宿や試合に帯同し，
選手・指導者・スタッフの方々を
含めたチーム全体の心理面のサ
ポートを行います。合宿地で講習
会を開催したり，試合（現地）で
個別サポートを行ったりします。
このチーム帯同心理サポートは，
競技団体からの要請ですので，
チーム全員の方々といかに良好な
関係を築くことができるのかとい
うことが非常に重要です。この要
請を受けてから，担当者は，指導
者とサポート内容について密に話
し合い，可能な限り要望に応え，
より良いサポートを目指します。
チームに帯同している時は，皆さ
んと積極的にコミュニケーション
を図り，良好な関係を作る努力を
します。
　前述したように，チームに帯同
できるのは，競技団体からの要請
があってできることです。ただ，
複数いる指導者やスタッフの全て
の方々が心理サポートを望んでい
るわけではありません。むしろあ
る特定の指導者の強い要望だった
り，選手は望んでいなかったりす
ることもあります。そのような状
況の中でチームに帯同すると，最
初にある種の違和感を覚えたり，
居心地の悪さを感じたりします。
その時に，自分の存在意義を探ろ
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たが，代表選手になれなかった選
手」，「オリンピック・パラリン
ピックには出場したが，本番で自
分の力が発揮できなかった選手」
もいます。そのような選手や指導
者は，大変悔しい思いをされ，複
雑な心境でいます。私たちは，そ
のような選手や指導者のサポート
も行い，その重要性・必要性をい
つも感じています。1964年の東
京オリンピック後の1968年（メ
キシコオリンピックの年）1月9
日，円谷幸吉選手の痛恨事が起こ
りました。「自国開催」が影響し
た悲劇かもしれません。このよう
なことが，二度と起こらないよう
にしなければならないと思ってい
ます。2020年東京大会では，多
くの日本人選手が活躍し，日本中
が大変な熱狂に包まれると思いま
す。しかし，その「裏」には忘れ
てはならないものがたくさんあり
ます。そのことにも目を向けなが
ら，2020年以降のサポートもしっ
かり行っていくことが大事だと
思っています。

さいごに
　JISSが開所して15年が経とう
としています。これまでJISSが
行ってきたスポーツ医学・科学・
情報等のサポートは，競技現場に
かなり浸透してきたと思います。
心理サポートの質も高まり，微力
ながら何かしらかの貢献ができて
いるのではないかと感じていま
す。しかし，競技スポーツにおけ
る「心理サポート」はまだまだマ
イナーなものです。これからも，
現場の皆さんからさらに認められ
るよう謙虚に地道に活動していき
たいと思っています。是非とも
我々の活動や分野に注目していた
だきたいと思います。

うと，何らかの行動（自分ができ
るサポートの範疇を超えることや
自分の役割以外のことなど）を起
こすと，現場が混乱することがあ
ります。以前，ある指導者から，

「代表チームに新しく誰かが入る
と，いろいろと面倒になることが
ある」と言われ，ドキッとしたこ
とがありました。サポートスタッ
フとしてチームに入ることによる
悪影響を常に頭に置きながら，そ
の場の空気を読み，臨機応変に行
動することが必要であると強く思
いました。
③新たに始まった「パラリンピッ
ク選手の心理サポート」
　JISSでは，2015年度から，パ
ラリンピック選手の心理サポー
トも受け入れるようになりまし
た。日本パラリンピック委員会

（Japan Paralympic committee：
JPC）の医・科学・情報の心理サ
ポート部門では，既にサポートが
行われ，サポート経験が豊富な
方々がいます。今後は，JPCの心
理スタッフの方々や日本スポー
ツ 振 興 セ ン タ ー（Japan Sport 
Council：JSC）のハイパフォーマ
ンスサポート事業（パラリンピッ
ク）の心理スタッフと協働しなが
ら進めていく予定です。
④事例検討会
　JISSでは，トップアスリート
の心理サポートの事例検討会を毎
月行っています。始めてから10
年余り経ち，2016年5月の時点で
118回行いました。参加メンバー
は，JISSに関わりのある特定の
人たちで構成されており，全員が
スポーツメンタルトレーニング指
導士，スポーツカウンセラー，臨
床心理士，心療内科医などのいず
れかの資格・立場の人たちです。
スーパーヴァイザーの役割を持っ
た先生も数名参加され，毎回指導
を受けています。会では，それぞ

れの立場から様々な意見が出さ
れ，トップアスリートの事例検討
会としては他に類を見ない，質の
高い事例検討会になっていると思
います。私は，この事例検討会に
始まった当初から参加し，発表も
たびたび行っていますが，毎回新
鮮な気持ちで勉強させていただい
ています。

2020年東京大会に向けての準備
　2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックの開催が決まった
後，スポーツ界のみならず，世
の中のあらゆる分野が2020年東
京大会に向けて動き出していま
す。私は，そのような「世の中の
動き」が，「選手や指導者の競技
活動にどのように影響を与えるの
か？　心理面への影響は？」とい
う視点をもって，選手・指導者・
スタッフの方々と，日々接してい
ます。なぜかといいますと，「自
国開催」というある意味「特殊」
な状況の中で，「最高のパフォー
マンスを発揮するための心理的準
備として，どのようなことを行っ
たらいいのか」ということについ
て様々な観点から考えたいからで
す。その具体策については，今
JISS心理グループ内に「2020年
東京大会に向けた心理サポート
ワーキンググループ」というもの
を立ち上げて，そこでサポートに
関する様々な議論を行っていま
す。2020年の本番では，日本人
選手全員が活躍してほしいと全国
民が願っていると思います。今か
らあらゆることを想定し，万全の
準備を行いたいと思っています。

華やかなものの「裏」にあるもの
　オリンピックやパラリンピック
での日本人選手の活躍は，世の
中を明るくします。私たちもサ
ポートしている選手やチームが活
躍したら，純粋にうれしいと感
じます。一方で，「死力を尽くし


